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論文内容要旨
 子宮体部癌の系統的病理組織学的研究は,欧米の報告が数多いのに対し,本邦ではあまりみられな
 い。本研究は,子宮体部癌の組織豫を,その形態と組織発生にとづいて整理分類することを目的とし
 てなされた。
 研究材料と方法
 子宮体部癌28例と共に,対照として子宮頸部腺癌9例,卵巣類内膜腺癌5例を用いた。これらの
 組織をパラフィン'ブβツクとし,薄切したのち,H・E,.PAS,Alcianblue,Alcian
 blue-PAS-Mass・n(APM),Elastlca-Mass・n,G・mori鍍銀法等の染色を施した。
 鏡検に当っては,癌の組織型,発育形式,分泌物の量と性状,間質反応,悪性度等を検討した。
成績
 子宮体部癌28例の平均年令は58.04才で,51乃至70才までが全体のほ讐3/4を占めてい
 る。子宮の大きさは、正常大から手挙大以上に及ぶが,正常よりもやX大きくて鵞卵大までのものが
 ほ黛半数13例(46.4%)を占めた。筋腫の合併は13例(46.4%)にみられだが,筋腫様子宮
 をも含めると17例(60.7%)となる。〔肉眼的および組織学的分類〕肉眼的に発育する方向によ
 って分類すると,内腔側にのびる外向型が15例で,その形状は限局性12例,びまん性3例である。
 筋層側に発育をする内向型は13例で,限局性9例,びまん性4例からなる。組織形態は,次の五型
 に分類された。1.乳頭状びまん型:高度分化型のびまん性に増殖する乳頭状腺癌で,最も例数が多
 く12例(42.9%)を占めた。皿.樹枝状型:樹枝状に増殖する乳頭状腺癌で,茎部に筋層をとり
 込む。分化形ではあるが1型よりは低分化を示し』かつ,数もやx少く10例(35.7%)であった。
 皿.未分化髄様型:未分化癌細胞の充実性増殖から成り,腺管腔形成に乏しく,最も悪性度の高いも
 の。2例(7.2%)あり,その1例では,近接の内腸骨リンパ節への転移を認めた。W・腺類表皮型:
 扁平上皮化生の強い像を呈し,ときに癌真珠の形成をみた。この型は2例(7.2%)認められたが,
 1例ではAden・idcysticpatternを示している部分もみられた。V.特殊型:これには
 次の2例があった。i)腺癌と絨毛上皮腫との混合型で,その境界部における組織像は,腺癌から絨
 毛上皮腫への移行を示していた。この形のものは,胃において,腺癌と異所性絨毛上皮腫からなるも
 のに相通ずるq胃癌については,本邦で24例みられているが、子宮では・最初の例である。Ii)中
 胚葉性混合腫瘍で,この例は,かなり多様化した組織像を呈していた。即ち,大部分が分化型腺癌と
 その扁平上皮化生からなるが,一部には腺筋腫の悪性化をみ,更に間質には軟骨の形成や平滑筋細胞・
 線維細胞等の間質細胞の高度異型がみられた。以上の子宮体部癌に対する分類型に,頸部腺癌9例を
 あてはめると,乳頭状びまん型が7例,腺類表皮型が2例となった。叉卵巣の類内膜癌は,5例が全
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 て乳頭状びまん型であった。〔各型と分泌物〕病巣にみられる分泌物の量を,APM染色で(一)(士)
 (+)(++)の四段階に分けて調べてみると,PASとAlcianblueに染まる分泌物が多いもの,
 即ち(+ト(升)が1型で66.7%を占めたのに対し,H型では,20%,皿1型・IV型・V型では0%
 ・であった。このことは,分泌物の量が悪性度と関連しており,分泌物の量の多いものほど分化度が高
 く,少いものは悪性度が高いことを示している。一方,頸部腺癌では,AIcianblueに強く染
 る粘液成分が多く認められ,(+)～(什)のものは77.8%を占めていた。〔各型と悪性度〕胃癌取扱
 い規約に則り,細胞異型度・配列異型度・浸潤度を各例について検策し,程度順に軽微な方から1,
 2,3点を与えて,各型別に平均点を算出した。1型ではCAT=1、83,SAT二2.0,INF=
 1.92と最も低し値を示し,1型では,CATニ2.0,SAT=2.2,INF=2,2と之に次ぎ,皿
 型・IV型・V型は最も高い数値を示した。叉対照群では,頸部腺癌は,CAT=1.56,SAT=
 1.78,INF=1,56となり,卵巣類内膜癌は,CATニ2.2,SATニ2.4であった。従って,
 1型は最も高分化度を示しn型がこれに次ぎ,皿～V型は未分化型であり,悪性度が高いといえる。
 又頸部腺癌は,体部腺癌より更に高分化型であり,卵巣類内膜癌は,体部癌の皿型に略々相当する分
 化度を示すことになる。同様の悪性度を,肉眼的発育様式による分類で検討すると,内向性びまん型
 のものが最も高値を示し,悪性度が高いといえるが,その他のものには有意の傾向を見出すことは出
 来なかった。このことは,組織豫が肉眼的所見と必ずしも一致しない反面,予后の判定にも役立つこ
 とを示している。〔子宮内膜症との関連〕筋層内に,内膜症を合併しているものが6例あり,このう
 ちの1例では悪性像を呈していた。この症例は,内膜症由来の癌と思われた。
結論
 ①子宮体部癌28例中,分化型腺癌は22例(78.2%)を占め,之等は乳頭状びまん型(1型)
 と茎部に筋層をとり込む樹枝状型(皿型)とに別けられ,組織学的異型度及び浸潤度は,皿型の方に
 より高度であっ丸②体部癌では,未分化になると共に粘液分泌が減退を示した。③頸部腺癌では,
 分泌物の量が多く、その大部分は酸性ムコ多糖類の性状を示した。④子宮の大ぎさは,鵞卵大までの
 ものが大半を占め,又筋腫合併例が約半数を占めた。⑤r子宮内膜症」由来と見倣される1例を見出
 し砺⑥特殊型として,絨毛上皮腫へ移行したものと中胚葉性混合腫瘍が,各1例ずつあった。
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 審査結果の要旨
 近年本邦人の疾患が次第に西欧化を示しつつあるが,産婦人科病理の領域では子宮体部癌の増加が
 その一つである。このものは子宮内膜腺という女性ホルモンに対する依存度が高い上皮細胞に由来し
 た点についても,子宮頸部癌とは違った意味での興味がもたれる。然るに我が国では,従来症例数が
 少ないためもあって,子宮体部癌を多く集めてその病理組織像をいろいろの角度から検討した業績は
 殆どみられない。
 この研究は手術材料から選ばれた子宮体部癌28例の組織型を分類すると共に,その大半が腺癌で
 あるところがら子宮頸部腺癌9例の所見と比較し,更に子宮内膜症との関係を吟味し,また卵巣類内
 膜腺癌5例との比較を行なって以下のような成果を挙げている。
 ①子宮体癌の大半を占める分化型腺癌28例中22例(78.2%)を乳頭状びまん型(1型)と
 茎部に筋層をとり込む樹枝状型(∬型)とに分けたが,組織学的異型度及び浸潤度は皿型の方により
 高度であった。
 ②体部腺癌では,PAS陽性の分泌物をみるが,それは癌組織が未分化になると共に減退を示し
 た。
 ③頸部腺癌では,分泌物の量が多く,その大部分は酸性ムコ多糖質の性状を示した。
 ④頸部腺由来と体部腺由来の癌の組織学的鑑別点をあげ,それを分けることの生物学的意義を述
 べた。
 ⑤r子宮内膜症」由来の腺癌と見做される1例を見出したが,組織学的に内膜固有の癌と同じで
 あり,内膜症との移行によって診断可能である。
 ⑥卵巣の類内膜癌5例は,すべて乳頭状びまん型(1型)を示し,腫瘍そのものの組織像は,内
 膜由来のものと全く区別出来なかった。
 ⑦特殊型の中に,絨毛上皮腫へ移行した腺癌と,中胚葉性混合腫瘍の各1例をあげて,子宮体癌
 の中で占める夫々の地位について論じた。
 これらの成果は,単に従来本邦であまりみられなかった子宮体部癌の組織学的研究報告であるとい
 う稀小価値をもつにとどまらず,この分野の病理学に新しい知見を加えたものであり,学位を授ける
 に十分価値あるものと認める。
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